
重点課題「地域全体での
医療従事者確保対策」について
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根室地域医療従事者確保事業

地域の課題解決や個性ある活力ある地域づくりを推進する
ため、地域との連携・協働のもと、政策形成段階から事業展
開まで一貫して地域に根ざした政策を推進する振興局の独自
事業である「地域政策推進事業」の一つとして位置付けて、
令和３年度から令和７年度までの５カ年事業として計画。

本事業の構成は大きく分けて次の４つとなります。

１ 保健医療福祉圏域連携推進会議、地域医療構想調整会議
等における協議～施策の検討、計画、実施決定、改善など

２ 地域協議に基づく施策の実施

３ 看護師養成校の合同説明会の開催（R3～R7）

４ 従事者確保専用HPの改修（更新と充実）

なお、上記３と４は、保健医療福祉圏域連携推進会議にお
いて、地域全体での医療従事者確保対策として協議を重ね、
実施決定しました。

新たな事業案は随時募集しておりますが、各機関におかれ
ましては、本会議でのご提案を是非ご検討ください。
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令和４年度キラリ☆未来ナース事業の結果について
区
分

機関名
生徒
１年生

生徒
２年生

生徒
３年生

保護者 看護師 看護学生 教員
その他
(事務職等)

合計

養
成
校

釧路労災看護専門学校 1 1 2

釧路市立高等看護学院 2 2

釧路市医師会看護専門学校 1 1 1 3

釧路孝仁会看護専門学校 1 1

医
療
機
関
等

町立別海病院 2 2

町立中標津病院 1 1

標津町国民健康保険標津病院 1 1

指定訪問看護ＳＴｴｳﾞｧｰｸﾞﾘｰﾝ 1 1

指定訪問看護ＳＴはまなす 1 1

高
等
学
校

根室高校 3 7 4 2 16

別海高校 2 4 3 9

中標津高校 1 1 3 3 1 9

標津高校 1 1

羅臼高校 0

行
政
機
関

根室市 1 1

根室保健所 6 6

中標津保健所 4 4

合計 4 10 11 8 6 1 7 13 60

中標津町を会場として
準備を進めましたが、新
型コロナの影響により、
昨年に引き続きＷｅｂ開
催となりました。

昨年度からの改良点は、
養成校と生徒さんがより
身近にやりとり出来る様
に、Ｚｏｏｍのブレイク
アウトルームを活用して
グループ分けを行い説明
を行いました。

また、地元の現役看護
師のみなさんから、看護
師を目指したきっかけや、
看護師の魅力などをお話
しいただき、根室市さん
からは、修学資金制度を
ご説明いただきました。
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令和４年度キラリ☆未来ナース事業の結果について

毎年、事前と事後アンケートを実施。
事前アンケートの回収率は１００％。

○学年構成
令和３年度は学年に大きな隔たりは

ありませんでしたが、令和４年度は学
年が進むにつれて多くなっています。

○看護師を目指す気持ち
○将来地元に暮らす気持ち

現在の気持ちを1～100％で表現して
いただき、これを高い～低いの４項目
に分けて集計しました。

各年度若干の違いはありますが、看
護師を目指す気持ちが高い方が多い一
方で、将来地元に暮らす気持ちが低い
傾向にあります。

回答者の学年構成

Ｒ３ Ｒ４

１年生 29% 15%

２年生 39% 35%

３年生 32% 50%

看護職を目指す気持ち

Ｒ３ Ｒ４

低い　　（  30～  0％） 0% 0%

少し低い（  50～31％） 14% 12%

少し高い（  70～51％） 11% 27%

高い　　（100～71％） 75% 62%

将来地元に暮らす気持ち

Ｒ３ Ｒ４

低い　　（  30～  0％） 54% 62%

少し低い（  50～31％） 14% 23%

少し高い（  70～51％） 18% 4%

高い　　（100～71％） 14% 12%

生徒への事前アンケート結果
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令和４年度キラリ☆未来ナース事業の結果について

事後アンケートの回収率は４８％。

○満足度
説明会の満足度を1～100％で表現していた

だき、平均を求めました。
令和４年度は前年度に比べて１、２年生の

評価が高く、全体での満足度も８１％から８
３％にUPしました。

○進学先の検討に際して影響すると思うもの
最も高いのが学費の高低で変化はありませ

んが、推薦枠や宿舎、学校独自の奨学金の有
無が前年度の半分以下となっています。

○市町の修学資金制度
令和３年度は活用したいが８７％と高い数

値でしたが、令和４年度は５８％に止まり、
活用の必要がないが７％から３３％に増加し
ています。

満足度

Ｒ３ Ｒ４

１年生 90% 97%

２年生 67% 97%

３年生 83% 69%

全体 81% 83%

Ｒ３ Ｒ４

学費の高低 87% 92%

高校の推薦枠の有無 80% 25%

通学距離 27% 33%

宿舎の有無 53% 25%

学校独自の奨学金の有無 67% 33%

その他 7% 17%

市町の修学資金制度

Ｒ３ Ｒ４

活用したい 87% 58%

活用の必要がない 7% 33%

制度を知らなかった 20% 17%

制度の充実を求む 13% 0%

生徒への事後アンケート結果

進学先の検討に際して、影響すると思うもの
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令和４年度キラリ☆未来ナース事業の結果について

参加者から看護師の皆さん
へのメッセージ

忙しい中での説明会に向けた準備をしてくだ
さり、詳しいお話ありがとうございました。
人々の為にと一生懸命働いている看護師さん
をとても尊敬します。私はまだ進路に悩み中
ですが、今日のお話を受け看護師って素敵だ
なと思えました。ありがとうございました。

テレビやスマートフォンなどを通して、看護師
の皆さんの活躍を見てきました。実際には、報
道されること以外にも大変なことは沢山あると
思いますが、これからも自身の体調を崩さずに
患者さんの看護を頑張ってください。私も皆さ
んに追いつけるように日々努力いたします。

新型コロナウイルスが流行りだしてから、病院に勤務され
ている方々はとても責任感を感じて働いていたと思います。
自分がなってしまったらどうしようなどと考えながらコロ
ナ患者さんと接することもあったと思いますが、患者さん
を１番に働き続けていることにとても感謝しています。
新型コロナウイルスがいつ終息するかはわかりませんが、
私が看護師になった時まだ流行っていたら、私も皆さんと
共に新型コロナウィルスと戦い、患者さんと向き合ってい
きたいと思います。たまには息抜きもしてください。

私も５年後、看護師になっ
て少しでも手助けになれる
ように頑張ります。

コロナ禍でみんな不安なのに、
病院に行ったら優しく丁寧に対
応していただき、ありがとうご
ざいます。
私の憧れです。これからも頑
張ってください。

私はコロナになった時に入院はしていませんが、入院
してたらと考えると１回１回マスクをつけ直したり手
袋をつけ直したりなどたくさん大変な事をやっている
んだなと思った。なので私も看護師になって医療従事
者の方々が少しでも楽ができるように頑張って看護師
になりたいなと思いました。

一部のみ
掲載
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養成校の所在と従事者の状況

全国と全道の平均

を比較しても、大

差は無く、札幌は

４師ともに全国・

全道平均を上回る

看護師は南渡島・

中空知・北空知・

西胆振・上川中部

が 札幌を抜いて

上位にランク。

看護師数が少ない

南檜山（18位）

宗 谷（19位）

日 高（20位）

には、養成校が

存在している。
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看護師の確保に向けて

○ 根室を除き、下位３圏域には看護師養成校があります。

１８位：南檜山 1,100.8人／１０万人 １校（定員４０名）北海道立江差高等看護学院
１９位：宗谷 1,081.2人／１０万人 １校（定員４０名）北海道稚内高等学校
２０位：日高 1,040.2人／１０万人 １校（定員３０名）浦河赤十字看護専門学校
２１位：根室 856.6人／１０万人 ０校 根室圏域にも養成校があれば・・・。

○ 看護師の安定的確保に向けて「養成」「就業定着」「再就業促進」「人材育成」が重要です。

○ 「養成」については、キラリ☆未来ナースの継続実施により、地元出身の看護師増加を図るこ
とが重要です。また、小中学生の段階から医療に触れ合う機会を設けることが必要です。

○ 「就業定着」については、勤務環境の改善、ワーク・ライフ・バランスの推進など働きやすい
職場づくりとともに、働きがいのある職場づくり、魅力ある地域づくりも重要です。

○ 「再就業促進」については、短時間勤務など多様な働き方が出来る環境づくりが重要です。

○ 「人材育成」については、医療の高度化に伴う専門分野の看護技術の向上に向けた研修のほか、
退院支援、在宅療養支援、在宅看取りなど在宅医療の充実に向けた研修の実施、そして医療と
介護、福祉、行政など様々な分野で活動する看護職の連携を図ることが重要です。
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従事者確保専用HPについて

根室振興局HP内に令和２７年に開設した医療従事者確保
専用HPの更新と充実を図り、アクセス数の増加を目指して
います。

当HPのアクセス数は、開設した平成27年（2015年）９月
から１年間で812でしたが、その後減り続け、平成30年には
536に落ち込みました。本事業の開始によって、令和２年９
月からの１年間の総アクセス数は1,997まで伸びましたが、
再び減少傾向に転じています。

令和７年度までの目標は・・・年間3,000アクセスです。

これまでの主な改修は・・・

１ 根室圏域の保健・医療・福祉関係機関における従事者
募集状況一覧の掲載（年２回更新）

２ 北海道根室地域からのメッセージ掲載

根室地域で従事されている皆さんから、道内外の有資格者
や学生さんなどに向けたメッセージが、医師・看護師各１件
のみの寄稿に止まっていますので、アクセス数増加に向けて、
ご理解とご協力をお願いします。
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従事者確保専用HPについて

従事者募集
状況一覧の

公表

保健・医療・
福祉関係機関
（９３機関）
の従事者募集
状況一覧を
毎年４月末日
と１０月末日
現在でまとめ
HPで公表

右表は一部抜
粋です。
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従事者確保専用HPについて

従事者募集状況一覧への

「北海道 働きやすい介護の職場認証制度」認証職場の表示について

制度の目的 認証基準

１ 人材の
参入促進

２ 環境改善
の支援

１ 健全な組織運営

２ 新規採用者の
育成・定着促進

３ 職員のキャリア
形成支援と公正
な処遇の実現

４ 働きやすい働き
続けやすい職場
づくり

制度への参加から認証取得までのプロセス

１ エントリー

２ サポートメニューの活用

３ 認証審査申請・審査

４ 認証取得

認証を取得して、従事者の
確保を推進しましょう！

詳細は
北海道HP
「北海道

働きやすい
介護の職場
認証制度」
で検索を！
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今後の取り組みについて

「地域全体での医療従事者確保対策」の検討

○ 道内外で実施される物産展や移住促進イベントで使用可能なパンフレットを作成してはどうか。

※ その他の取り組みも含めて、ご意見をお願いします。

○ 人材の育成
地域枠制度の安定的な運営に加え、中長期的な視点として、小中学生の段階から医療に触れ合う

機会を設けることが必要です。

○ 人材の確保
働きやすい職場づくり、働きがいのある職場づくりに向けて、それぞれの機関が主体的に勤務環

境の改善に取り組むことが必要です。
また、魅力あるまちづくり、地域づくりを地域全体で取り組むことが大切です。

そして、道内外からの移住促進や人材バンクの活用と現場復帰のための研修機会の確保や、専門
研修、学習機会の確保なども必要です。

○ 地域連携
少なくはない離職者に、長く根室地域に止まっていただくための連携方策を探る必要があります。
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